
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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第 ■ 章   製 品 概 要

主な機能の説明

この操作ガイ ドは,下 記の 3種 類の シンセサイズ ド標準信号発生器の設置方法 と操作方法を説明

しています。

■ HP  8 6 5 6 3 (シ リアル番号≧305 0 U )

■ H P  8 6 5 7 A (シ リアル番号≧303 9 U )

■ H P  8 6 5 7 3 (シ リアル番号≧310 5 U )

本書では,HP  8 6 5 6 B , H P  8 6 5 7 A ,お よびHP  8 6 5 7 Bについて 「信号発生器」 と呼ぶ ことに します。

これ らの信号発生器はイ ン 0チ ャンネル測定 と隣接チャンネル測定の両方が実行できるように設

計 されています。AM, F M , S S B , ( H P  8 6 5 7 Bで はパルス変調 )方 式を使用 した移動無線機器 ,ま た

はセルラー自動車電話の受信機や送信機のエ ン ド・ユ
ーザの方々に,多 様な手動操作やプログラ

ムによるアプ リケーシ ョン用 と して簡単にご利用 いただけます。

周波数 レンジ

表 1-1 .

信号発生器 周波数 レンジ(MH z )

HP 8656B

HP 8657A

HP 8657B

1 - 9 9 0

1 - 1 0 4 0

1 - 2 0 6 0

出カ レベル

表 1-2.

信号発生器 出カ レベル (dB m ) オ ーバ レンジ

HP 8656B

HP 8657A

HP 8657B

+ 1 3 - - 1 2 7

+ 1 3～- 1 4 3 . 5

+ 1 3 - - 1 4 3 . 5

+ 1 7

+ 1 7

+ 1 7



変調機能

表 1-3 .

信号発生器 変 調 形 式

Ｈ

　
Ｈ

　
Ｈ

8656B

8657A

86573

AM, FM

AM, FM

AM, FM, パ ル ,ス

内部変調信号源 と外部変調信号源の

両方か らの同時変調 も行えます。

AMはAC結合 ,F Mは AC結合またはDC結合。

その他の機能

■ 分 解能 ―HP 86563とHP 8657Aは10Hzの分解能を,HP 86573は l Hzの分解能を持ちます。 これ

によって狭帯域デバイス測定用の十分な分解能 ,お よびR&Dア プ リケ
ーシ ョン用の フィル

タ特性が得 られています。

■ 位 相 オフセ ッ トー位相検出器などの位相を感知するデバイスを 1度 ずつイ ンク リメン トしな

が ら試験す ることができます。

■ 出 カ レベルオフセ ッ トーシステムまたはケーブルによる損失を補正 します。 この機能によ り,

ディスプ レイをオ フセ ッ トして試験対象のデバイスに送 られ る実際の レベルを表示 させ るこ

とがで きます。

■ レ ベル確度 ―<± ldBか らの絶対 レベル確度 により試験の高測定測定を保証 します。

日 長 寿命のア ッテネーターHP 8657Aのソ リッ ド・ステ
ー ト・エ レク トロニ ック ・ア ッテネータ

によ り,自 動操作の要求を満たす正確で再現性のある出カ レベルを保証 します。

■ 低 いRFリーケージーポケ ッ ト・ページャなどのRFIの 影響を受けやすいデバイスの試験を可

能に します。

■ 低 い残留FMとスプ リアスー残留 ノイズのない優れたスペ ク トラム純度および変調時の極めて

低い歪によつて完全なイ ン ・チャンネル試験が行えます。

■ 内 部 または外部変調信号源 ―内部の400Hzま たは l kHzの変調用信号源を使用 した り,外 部

か らの変調用信号で変調を行 った り,ま たはその両方を同時に行えます。

日 高 確度 ,高 安定のDC FM一 時間あた りの ドリフ トが 10Hz未満 というDC FMモ
ー ドにおける中

心周波数の安定性によって,低 速ディジタル信号を使用す る試験が行え,フ ェ
ーズ 。ロ ック

・ループのアプ リケーシ ョンにおいて非常に安定 したVCOと して使用できます。

■ 同 時および混合変調モー ドーAMまたはFMの リジェクシ ョン/ス ケルチ ・トーン試験が行えま

す。

ロ パ ネル設定の保存/呼 び出 し/シ ーケ ンス機能 ―コンピュータな しで半 自動試験が行えます。
この機能 は,研 究室 ,製 造 ライ ン,ま たは品質管理において部品やサブ ・アセ ンプ リを反復

して試験す る場合に有効です。

■ HP― IBプ ログラマブルー容易に自動化が実現でき,プ ログラ ミングはシンプルです。

■ フ ロン ト・パネルか らの自己診断機能 ―故障を簡単に素早 く検出できるので ,ア ップタイム

を最大限にす ることができます。
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田 部 品修理のための シグナチュア ・アナ リシスー部品 レベルまで下が って トラブル シュー トす
ることがで きます。 これによって修理 コス トが安 くな り,結 果 として総経費 も低 く抑え られ
ます。

■ 電 気 ,機 械 ,保 証 ,お よび文書添付に関するオプションー特定の試験 または環境のニーズに
合わせて,多 くのオプシ ョンの中か ら選ぶ ことができます。



3諄  2  讐 議   認 疑  達 罫

は じ`わに

本章では,HP  8 6 5 6 B , H P  8 6 5 7 A ,お よびHP  8 6 5 7 Bシンセサイズ ド信号発生器の設置方法について

説明 します。

本章の内容 は以下の とお りです。

口 受 け入れ検査
■ 電 源の条件 ,電 源電圧 とヒューズの選択 ,電 源ケーブル
■ タ イムベースの選択
口 HP― IBア ドレスの選択

受け入れ検査

危険な感電事故を避けるため,外 部エ ンクロージャ (カバ ーやパネル)に 輸送
による損傷がある場合は電気テス トを行わないで ください。

輸送用の梱包箱 に損傷がないかどうかを調べて ください。輸送用の梱包箱 または緩衝材が損傷 し
ている場合は,内 容物 に欠落 しているものがないかどうかの点検 ,お よび機器の機械的/電 気的
点検が終 るまで,そ れ らの梱包材料を保管 しておいて ください。

内容物が欠落 している場合 ,機 械的な損傷または欠陥がある場合 ,ま たは本器が電気テス トにパ

ス しなか った場合は,最 寄 りのYHP営 業所 ・代理店 までお問い合わせ くだきぃ。

輸送用の梱包箱が損傷 していた場合 ,ま たは緩衝材に圧迫 された形跡がある場合 は,当 社の営業
所 。代理店に連絡 して ください。返済の際必要 となりますので,輸 送用の梱包箱 は捨てずにとっ
ておいて ください。

2 - 1



使用前の準備

本器は安全 クラス 1の 指定を受 けた製品です (本器には保護用接地端子が付い

ています )。 電源 ライ ンか ら製品の入力配線端子 ,電 源 コ
ー ド,ま たは付属の

電源 コー ド・セ ッ トまで,中 断 され ることのない安全な接地を行 う必要があ り

ます。保護状態が損なわれている可能性がある場合には,本 器を動作 させない

よ うにす るか,意 図せずに動作 させて しまうことのないように して ください。

電圧降下のために本器を外部のオー トトランスを用いて動作 させ る場合は,必

ず コモ ン端子を電源の接地電極 に接続 して ください。

電源 の条件

これ らの信号発生器は,AC 1 0 0 , 1 2 0 , 2 2 0 ,ま たは24 0 V , 4 8～ 44 0 H zの 電源を必要 とします。消

費電力は次の とお りです。

表 2-1 .  消 費電力

信号発生器 電力 (VA ,最 大 )

Ｈ

　
Ｈ

Ｈ

8656B

8657A

86573

５

５

０



電源電圧 とヒューズの選択

本器の電源 コー ドをライ ン電源に接続す る前に,正 しい電圧を選択 しているこ

とを確認 して ください。

リア ・パネルの電源モ ジュールは,AC 1 0 0 , 1 2 0 , 2 2 0 ,ま たは24 0 Vから選択で きるよ うになってい

ます。 (電源モ ジュールの上にある)窓 か ら見え る数字が本器を接続すべ き公称電圧を示 してい

ます。電源電圧選択カムが使用電源電圧 と一致 していることを確認 して ください。図21「 電源
電圧の選択 とヒューズの交換」を参照 して ください。表2-2に 各電源 ヒューズの定格 とHP部品番
号を示 します。

電源電圧および ヒューズ選択の定格 は,工 場において,製 品発注時に指定 され
た電源電圧 に従 って選択 されています。電圧が指定 されていない場合 は,出 荷
先の国に合わせて電源電圧 と電源 ヒューズの定格が選択 されます。

表 2-2. 電 源 ヒューズの定格と部品番号

機  器 電源電圧 定  格 部品番号

HP 8656B AC100, 120V

AC220, 240V

1.25AT, 250V

l.OA, 250V

2 1 1 0 - 0 3 0 5

2 1 1 0 - 0 0 0 1

HP 8657A AC100,

AC220,

Ｖ

Ｖ

２

４

１

２

2A, 250V

l.5A, 250V

2 1 1 0 - 0 0 0 2

2 1 1 0 - 0 0 4 3

HP 86573 AC100,

AC220,

Ｖ

Ｖ

２

４

2AT, 250V

l.5AT, 250V

2 1 1 0 - 0 3 0 3

2 1 1 0 - 0 3 0 4

2-3



電源電圧選択カ
書ジュール

カバ ー ・ドア

ウ ィン ドウ

ヒ ュ ー ズ
ヒューズ 。ホルダ

電源電圧の選択

1.カ バ ー ・ドア

けて ください

2.電 源電圧選択
・ドア ・ウィ

3.カ バ ー ・ドア

ヒューズの交換

1.  「 電源電圧 の

2.ヒ ューズ ・ホ
ール内に入れ

3.カ バ ー ・ドア

図 2-1 .  電 源電圧の選択 とヒューズの交換

と電源モ ジュールとの間に小型のね じ回 しを入れてひね り,カ バー ・ドアを開

カムを指で外 して ください。カムを入れ直 したときに希望の電源電圧がカバ ー

ン ドウか ら見え るように,カ ムを回 して ください。

を しっか りと押 して,閉 めて ください。

選択」の項のステ ップ 1の 説明に従 って,カ バー ・ドアを開けて ください。

ルダを指で外 します。 ヒューズ ・ホルダ内の ヒューズを交換 して ,電 源モ ジュ

直 します。

を しっか りと押 して,閉 めます。

火災防止のため,電 源 ヒ
ければなりません。

ューズは正 しい電流定格を有す る250 Vのヒューズでな



表 2-3 .  電 源ケーブルと電源プラグの部品番号

プラグ 。タイプ ケーブルの

HP部品番号

プラグの説明 ケープル長
(インチ)

ケーブル

の色
使用国

250V 8 1 2 0 - 1 3 5 1

8 1 2 0 - 1 7 0 3

90° /STR 3S1363A*
90° /90 °

０

０

ミント・グレー

ミント・グレ̀
英 国 ,
キ プ ロス,
ナイジェリア,
ローァシア,
シンガポール

250V 8 1 2 0 - 1 8 6 9

8 1 2 0 - 0 6 9 6

０

４

STR/STR
NZSS198/AS0112*
STR/90°

グレー

グレー
オーストラリア,
ニュージーフンド

250V 8 1 2 0 - 1 6 8 9

8 1 2 0 - 1 6 9 2

STR/STR・
STR/90°

79

79

ント・グレー

ント・グレー
東欧,西 欧
サウジアラビア,
エツプト(極性
を設けな国
が多い)

125V

100V

(上記同型 )

8 1 2 0 - 1 3 7 8

8 1 2 0 - 1 5 2 1

8120-1751

STR/STR NEMA5-15Pホ
STR/90°

STR/STR

ジェード・グレー

ジェード・グレー

ジェード・グレー

米国,
カナダ,
メキ シヨ,
フィリピン,
台湾 ,
米国/カナダ

8 1 2 0 - 4 7 5 3

8 1 2 0 - 4 7 5 4

STR/STR
STR/90°

ダーク・グレー

ダーク・グレー
日本のみ
日本のみ

250V 8 1 2 0 - 2 1 0 4

8 1 2 0 - 2 2 9 6

8 1 2 0 - 3 9 9 7

３

　

　

　

　

４

４

STR/STR SEV1011
1959-24507
Type 12

STR/90°
STR/90°

7 9

7 9

1 7 7

グレー

グ レー

グ レー

スイス

250V 8120-0698 6 STR/STR NEMA6-15P ブラ ック
，
ダ

国

ナ

米

カ

250V 8 1 2 0 - 2 9 5 6

8 1 2 0 - 2 6 5 7

8 1 2 0 - 3 9 9 7

３

４

４

90° /STR
90° /90°
STR/STR

グレー f > ? - ,

250V 8 1 2 0 - 4 2 1 1

8 1 2 0 - 4 6 0 0

STR/STR* IEC83-31
STR/90°

7 9

7 9

クツ
　
一

ラ

レ

ブ

グ
南アフリカ,
イ ン ド

250V 8 1 2 0 - 1 8 6 0

8 1 2 0 - 1 5 7 5

8 1 2 0 - 2 1 9 1
8 1 2 0 - 4 3 7 9

STR/STR*CEE22-Vl
(システム・キャビネット使用)
STR/STR
STR/90°
9 0° / 9 0°

５

　

３

５

８

ジェード・グレー

ジェード・グレー

ジェード・グレー

ジエード・グレー

に
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電源 ケ ー ブル

本器を接続す る前 に,本 器の保護用接地端子を電源 コ
ー ドの保護用 コンダクタ

に接続 しておかなければな りません。電源プラグは保護用接地端子を持つ コン

セ ン ト以外には挿入 しないで ください。保護用 コンダクタ (アース)な しの延

長 コー ド (電源ケーブル)を 使用す ると,接 地保護が無効になって しまうので

注意 して ください。 2線 式 コンセ ン トの 1つ の コンダクタだけを接地 して も十

分に接地保護を行 ったことにな りません。

本器には 3芯 電源 コー ドが付いています。適切なAC電源 ソケ ッ トに接続す ると, このケーブルは

本体のキ ャビネ ッ トを接地 します。各信号発生器に付属 している電源プラグのタイプは出荷先の

国によって異な ります。使用できる電源ケーブルと電源プラグの部品番号 は表2-3を 参照 して く

だ さい。

タ イム ベー スの選 択

ここでは以下について説明 します。

日 高 安定 タイムベース ・ルーピング ・ケーブルの接続 (オプシ ョン001の み)

日 外 部基準 タイムベースとして使用できる周波数の選択

■ タ イムベース出力信号の周波数の選択

高安定タイムベース ・ルー ピング ・ケーブル (オプション 001の み)

本器をオプシ ョン001付 きで購入 されると同軸 タイムベ
ース ・ルー ピング ・ケーブルが付属 して

います。ルー ピング ・ケーブルは図2-2に 示すように接続 して ください。

TIME BASE

T I M E

B A S E

※機種 によ って コネクタの位置が少々異なります

図 2-2 .  タ イムベース ・ルーピング ・ケーブルの接続



外部基準タイムベース

1,5 ,ま たは10 M H zの 外部基準 タイムベース本器に接続す ることがで きます。外部基準 タイムベ
ースは リア ・パネルのTIM E  B A S E  I N P U Tコネクタに接続 して ください。本器の出荷時には10M H z
信号を受信す るように設定 されています。 l M H zまたは 5 M H zの外部 タイムベース信号を使用 し
たい場合は,以 下に示す手順に従 って ください。

タイムベース選択手順

1.本 器の電源スイ ッチを (ST B Y )ス タンバイの位置に切 り換え,電 源ケーブルを外 します。

2.本 器の両サイ ドにあるス トラ ップ ・ハ ン ドルとハ ン ドル ・キャップを固定 している 4本 のね
じを外 します。 トップ ・カバーを外 します。

3.以 下を行 った後で,A3 , 5 0 M H zの 基準発振器の トップ ・カバーを外 します。

a。 ( H P  8 6 5 6 Bま たはHP  8 6 5 7 A )カバーの 4つ のサイ ドにある 8本 のね じを外す。

b。 ( H P  8 6 5 7 3 ) 1 / 4イ ンチの レンチ (スパナ)を 用いて, トップ ・カバ ーの 4つ のサイ ド
に付いている 8本 のナ ッ トを緩める。

4.図 23ま たは図24を 参照 して ください。タイムベース選択 リンク (抵抗 ジャンパ )の 位置
を確認 して ください。

5.選 択 リンクの端のはんだを外 し,必 要 とす るタイムベース出力または外部基準 タイムベース
が得 られ る位置にはんだ付け し直 します。

6.上 記の手順を逆に行 って,本 器を組み立て直 します。

抵抗 ジャンパ

10M H Z

図 2- 3 .  タ イムベ ース ・ジャ ンパ の位置
2- 7
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図 2-4 . H P  8 6 5 7 Bタ イムベース選択

タイムベース出力信号

リア ・パネルのTIM E  B A S E  O U T P U Tコネクタか ら得 られるタイムベース出力信号は,1, 5 ,ま たは

10 M H zの 周波数 に設定す ることができます。本器の出荷時にはタイムベ
ース出力は10M H zに 設定

されています。 lMH zまたは5M H zのタイムベース出力が必要な場合は,「 タイムベ
ース選択手順 J

の項で説明 した手順に従 って ください。

HP―lBア ドレスの選択

H P―IBは IE E E規格48 8 - 1 9 7 8 ( D i g i t a l  l n t e r f a c e  f o r  P r o g r a m m a b l e  l n s t r u m e n t a t i o■)を ヒュ
ー

レッ ト・パ ッカー ド社が実現 した ものです。 この標準規格は計測 システムの リモー ト制御を可能

にす る物理的なイ ンタフェースおよびプロ トコルを定義 しています。

本器のデフォル トのHP―IBア ドレスは工場にて07( 1 0進 数 )に 設定 されています。HP―IBア ドレ

スは00から30 ( 1 0進 数 )ま での31個の有効なア ドレスの うちの 1つ に設定す ることができます。

HP I Bア ドレスを他の値に設定 したい場合は,以 下に示す手順に従 って ください。

HP―IBア ドレスの変更手順

1.本 器の電源スイ ッチを (ST B Y )ス タンバイの位置に切 り換え,電 源ケーブルを外 します。

2.本 器の両サイ ドにあるス トラ ップ ・ハ ン ドルとハ ン ドル ・キャップを固定 している 4本 のね

じを外 し,次 に トップ 0カ バ ーを外 します。

3.図 2- 5お よび図2-6を 参照 してHP―IBア ドレス 0ス イ ッチの位置を確認 して くだ さい。

4 ス イ ッチを 2進 値で希望のHP―IBア ドレスに設定 します。 (図示 したAlまたは 1が 最下位の

ア ドレス ・ビッ トであ り,A5ま たは 5が 最上位のア ドレス ・ビッ トです)。



H P  8 6 5 7 Bについては 1～ 5の スイ ッチ 。セグメン ト以外は変えないで ください。
残 りのスイ ッチ ・セグメン トは内蔵のサー ビス ・ユーティ リティを呼び出すた
め に使 用 され ます 。 これ らの スイ ッチ ・セ グ メ ン トの位 置 を変 え る と ,
HP  8 6 5 7 3が正 しく動作 しな くなることがあ ります。

5.上 の手順を逆に行 って,底 カバーを元に戻 します。

6.本 器に電源ケーブルを差 し込み,電 源スイ ッチをONの位置に します。

7.S H I F Tキ ーを押 しLOC A Lキ ーを押 し続けて,新 しいHP―IBア ドレスを確認 します。L00 A Lキ
ーを押 し続 けている間は,MO D U L A T 1 0 Nディスプ レイにHP- l Bア ドレスが 10進値で表示 されま
す。

図 2-5 . H P  8 6 5 6 Bお よびHP  8 6 5 7 AのHP―IBア ドレス ・スイ ッチの位置 と設定

0



図 2-6. HP 8657BのHP―IBア ドレス・スイッチの位置と設定

保 管 と輸 送

環境

表 2-4 .  環 境比較

機  器 温 度 湿 度 高  度

Ｈ

　
　
　
Ｈ

　
　
　
Ｈ

8 6 5 6 B

8 6 5 7 A

8 6 5 7 B

- 4 0℃～ +7 5℃

0°C― +55°C

- 5 5℃～ +7 5℃

相対湿度く95%

4 0℃で相対湿度く95%

相対湿度く95%

300m

570m

000m

HP 8657Bパルス変調入カインピーダンス

(オプション003の み)

パ ルス変調入力の入カイ ンピーダ ンスは,以 下 に示す ように して50Ωか高イ ンピ
ーダンスに設定

す ることができます (高イ ンピーダ ンスがHP 8 6 5 7 3の出荷時の標準構成です)。

1. H P  8 6 5 7 Bの 電源スイ ッチを (ST B Y )ス タンバイの位置に切 り換え,電 源ケ
ーブルを外 します。

2.H P  8 6 5 7 3の 両サイ ドにあるス トラ ップ ・ハ ン ドルとハ ン ドル ・キ ャップを固定 している 4本

のね じを外 し,底 カバーを外 します。

2-10



3 .図 27を 参照 して ください。選択 リンクWlの位置を確認 します。 これを 1の 位置に設定す る
と,入 カイ ンピーダンスは50Ωに設定 されます。 2の 位置に設定すると,入 カイ ンピーダ ン
スは高イ ンピーダ ンスに設定 されます。

4.ス テ ップ 1と 2を 逆に行 って,底 カバーを元に戻 します。

図 2-7 .  パ ルス変調入カイ ンピーダ ンスの選択
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第  3章   パ 多ネ ル 説 明

前面パネル

HP 8657B

HP 8656B

HP 8657A

一瞑



① 周 波数ディスプレイ :周波数やその増減値を表示する。HP 8 6 5 6 BとHP 8 6 5 7 Aは8桁 ,

HP  8 6 5 7 3は10桁

② 出 カ レベル ・ディスプレイ :出カ レベルやその増減値を 3 1/ 2桁で表示する。また 7

つのLEDの 組合せで,出 カ レベルの単位を表示する。出カ レベル表示器は,逐 次 リコ
ール ・カウンタの内容を表示 したり,逆 電力が印加されていることを報知するときに

も使われる。

③ RF出 力端子 :RF信号を出力する端子,AC結 合,逆 電力保護付 (50W ) ,出 カインピ
ーダ

ンス50Ω (公称 )

④ 単 位キー :入カデータに単位として使用する。単位キ
ーを押 した時点で入力が終了す

る。バ ックキー (←)は 誤 った入カデータを訂正する時に使用する。

⑤ デ ータ入カキー :周波数,出 カ レベル,AM, F Mあ るいは増減値に関するデ
ータを入力

する。内部メモ リにセーブ/リ コールする場合,メ モ リ・レジスタ番号を指定する。
メモ リ・レジスタは00～99,シ フ ト0キ ーにより本器のプリセ ットが行える。

⑥ メ モリ・シーケンス ・キー :内部メモ リにス トアした内容をこのキーを押すことによ
って逐次 リコールすることができる。

⑦ 内 部メモリ・キー :フ ロント0パ ネルの設定状態を内部メモ リに記憶/呼 び出し (セ
ーブ/リ コール)で きる。HP 8 6 5 6 3 / 8 6 5 7 A / Bの場合,最 高100種 類まで記憶できる。

③ 増 減値設定キー :増減値を設定することができる。

⑨ RFO N / O F Fキ ー :RF出力におけるRF信号周波数をオン/オ フする。

⑩ 出 カ レベル設定キー :出カレベルを設定および増減を行う。

① 周 波数設定キー :周波数の設定および増減を行 う。COAS E / F I N E  T O N Eキーで変更する

桁の選択ができる。

⑫ 変 調キー :変調タイプ,AM, F M ,パ ルス(HP 8 6 5 7 Bのみ)の 選択および増減を行う。

⑬ 変 調ソース ・キー :変調用ソース (内部400H z , l k H zお よび外部)の 選択および変調
のオフができる。

⑭  ロ ーカル ・キー :本器を手動操作に戻す。ただし手動操作禁止状態 (LOC A L  L O C K O U T )
のときは除 く。

⑮  シ フ ト(SHI F T )キー :青色ラベルの付いた機能を,シ フ ト・キーのあとで押 してオ ン
にする。

⑩ 電 源スイッチ :電源スイッチ,電 源ケーブルが接続されている場合,内 部電源回路お
よび高安定タイムベース (オプション001)は動作 し続ける。

① 変 調信号の入出力端子 :外部変調入力と内部変調信号の出力を行う。

⑬ 変 調表示器 :AM変調度,FMピ ーク偏移,変 調増減値を表示する。またHP―IBア ドレス
を10進数で表示する。LEDラ ンプで変調信号源の設定状態を表示する。



裏面パネル

HP 8656B/HP8657A

HP 8657B
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くロコ匡)HP― lBコ ネクタ :HP一IBコ ネクタを通 して ,本 器を リモ
ー ト操作す ること

がで きます。

タイム ・ベース入力 :周 波数 1,5 , 1 0 M H z (± 0. 0 0 5 % ) ,レベル0.2～ 0.4 V r m sの 外部 タ

イム ・ベースを接続す ることができます。公称入カイ ンピ
ーダ ンスは50Ωです。 この

とき,内 部 ジャンパ線を適当な位置に付けます。

タイム ・ベース出力 :内 部 10M H zタ イム ・ベ
ースか ら, レベル >0. 2 V r m s (対 50Ω負

荷 ),周波数 lMH zまたは5MH z (内 部 ジャンバ線で選択 )の 基準信号を取 り出す ことがで

きます。

ヒューズ :機 器の電圧に合わせた ヒューズを使用 します。 (詳細は2-3を 参照 )

電源モジュール :本 器は電源電圧 100 V a c , 1 2 0 V a c , 2 2 0 V a c , 2 4 0 V a cで動作 します。 コ

ネクタ中央 は保護アースです。

高安定タイム ・ベース :10 M H z高 安定 タイム ・ベース (オ プ シ ョン)の 出力端子 で

す。オプシ ョン付属のケーブルを用いて,必 要な接続がなされ,本 器の周波数確度 と

安定性が向上 します。本器がスタンバイ (ST B Y )モー ドにあつて も,電 源ケ
ーブルが接

続 されている限 り,オ プシ ョンの内蔵基準発振器は一定温度に保たれています。

SEO :外 部 に開閉器 (フッ ト・ペダル,プ ッシュ ・ボタン ・スイ ッチなど)を 用意す

ることによ り,メ モ リにス トアされている前面パネルの設定状態 (増減値を除 く)を

逐次 リコールす ることがで きます。

7.
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鮮 54鐸 =   操 作 方 法

一般的操作説明

本器の電源スイ ッチを入れ る前に,す べての保護用接地端子 ,延 長 コー ド,オ
ー トトランス,お よび本器 に接続 されている機器を保護用接地のあるコンセ ン

トに接続 して ください。保護用接地が中断 していると,感 電 により傷害を受 け

た り死亡につなが る場合 もあ ります。

火災の危険を防止す るため,電 源 ヒューズは同 じ定格を持つ250 Vのヒューズ以

外 とは交換 しないで ください。修理 したヒュ
ーズまたはシ ョー トした ヒューズ

・ホルダは使用 しないで ください。

本器の電源スイ ッチを入れる前に,ラ イ ン電源で使用 されているの と同 じ電源

電圧に設定 し,正 しい定格の電源 ヒューズを取 り付けなければな りません。

本器は50ワ ッ トまでの逆電力に対 して保護 しています。 しか し,高 価 な内部部

品を最大限に保護するため,RF  O U T P U Tコ ネクタに逆電力をかけないように し

て くだ さい。

電源投入方法

1.本 器の電源電圧が正 しく設定 されていること,お よび正 しい ヒューズが取 り付け られている

ことを確認 します (詳細については,第 2章 の 「電源電圧 とヒューズの選択」の項を参照 し

て ください)。

2.電 源ケーブルを コンセ ン トに差 し込みます (電源ケーブルをプラグ ・イ ンす るとオプシ ョン

001の 高安定 タイムベースが作動 します)。

3. P O W E Rス イ ッチを押 してONの位置 に設定 して ください (フロン ト・パネルのすべての表示灯

とLEDセ グメン トが一時的に点灯 します )。

4.こ れで本器はいつで も使用できます。
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電源スタンバイ方法

POW E Rス イ ッチを押 してSTB Yの位置に設定 して ください。

本器の設定状態および記憶 レジスタの内容がすべてRAMに セープされます。本器の電源を再びオ

ンにす ると,い ったん電源プラグを引き抜いた場合で も,最 後に表示 されていた本器の機能がア

クティブにな ります。

RF O N / O F Fがオ フに設定 されている状態で本器の電源スイ ッチをST3 Yに切 り換

えた場合は,再 びONにす るとRFがオ ンにな ります。



簡単な操作例

キ ャリア信号の設定

f - 72> r ra21  7 - t  ;H { f  f
キ ャリア周波数

□ □ □ □

出カ レベル

□ □ □ □

キャ リア周波数および出カ レベル,は ファンクシ ョン,デ ータ,単 位の順 にキーを押 し

て設定 します。

変調 の設定

dc F M

パ ル ス変調

(H P  8 6 5 7 B  のみ )

A M変調 ,F M変 調 は,変 調信号源,フ ァンクシ ョン,デ
ータ,単 位の順にキーを押 して設

定 します。変調信号 としては,内 部変調信号源 (40 0 H zまたはlk H z )と 外部変調信号源を

用いることができます。同時変調 も可能です。パルス変調 は,外 部変調用信号源か らの

み変調が行えます。

変調オ フ例

A M

d c F M

変調 ファンクシ ョンを押 したのち

l - f f i I+ -xfr  L*r,

靴
□
回
回
　
嫁
腋

嗜‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　ウ

繭
　
　
回

回
回

「源

轟
囮
囮
回

変Ｆ
Ｍ

　

　

Ｍ

Ａ

　

　

Ｆ

ｏＦＦ
回
回

Ｆヨン「
　
回

″
回

Ｆファ
　
回

設定状態の記憶/呼 び出 し

; 7  z  2  )  v  a  2 1 レジスタ番号   |Ｆ
回

回

回

～

□ 回

回

～

回 ロ

内部 メモ リを使 って前面パネルの設定状態 (増減値の設定 は除 く)を ス トア, リコール,

逐次 リコール,内 容表示できます。出力信号 は設定状態に合わせて変化 します。ただ し,

内部 メモ リの内容表示 (DI S P L A Y )を行 う場合は,出 力には影響 しません。

セープ (ス トア)

リコール
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設定値の変調

設定値を変更す る場合は,新 たにファンクション,デ ータ,単 位の順序で設定 し直すか ,

または増減キー (↑, 3 )を 使います。増減値の設定は増減設定 (IN C R  S E T )キーで行
います。

増減値設定 (周波数,出 カ レベル,変 調 )

I N C R  S E Tキーは,増 減値の設定や表示を行います。
INC R  S E Tキーが押 されている間だけ,内 部 メモ リにス トアされている増減

値を表示 します。

設 定

回
回
回
回

田

田
田
回
田

□ □ □ □ 回

□ □ 回
田 回 困

□ 回 回
確認例

回 INC R  S E Tキーを押 し続ける

増減

各 ファンクシ ョンの下にある (0,  3 )キ ーを押す ごとに 1ス テ ップづつ

∈ョ
増減 します。

周波数 エデ ィ ッ ト

囮 キャ リア周波数はまた,00 R S E  T U N E (粗 調 )キ ーおよびFIN E  T U N E (微調 )

田  キ

ーを使 って も変調できます。

まず00R S E  T U N EキーまたはFIN E  T U N Eキーを押 して,キ ャリア周波数の変更桁を選択
します。選択 された桁のLEDは 一瞬消えます。 ここで増減キー (↑, 3 )を 押 して選
択 した桁の値を変更 します。

lNC R  S E Tキーを押す と,Oo R S E  T U N EキーおよびFIN E  T U N Eキーによる変更が出来な く
な り,増 減値での変更が可能になります。



操 作

本章の各説明図において,本 器の以下のような機能を設定するための操作方法を詳細に説明 しま

す。

■ 周 波数の設定 (46ペ ージ)

・ 出 カ レベルの設定 (47ペ
ージ)

■ AM変 調およびFM変調の設定 (48ペ
ージ)

■ パ ルス変調の設定 (HP 8 6 5 7 Bのみ)(4 - 9ペ
ージ)

■ フ ロント・パネルか らの設定条件の記憶または呼び出し (4Hペ ージ)

■ 逐 次 リコールのシーケンス (4-1 2ページ)

■ フ ロント・パネルからの設定条件の変更 (413ペ
ージ)

■ そ の他の操作機能 (414ペ ージ)

各説明図に手順およびコメントを付けて,さ らに詳 しい情報が得 られるようにしてあります。



周波数の設定

HP 8656B

HP 8657A/B

回

□
回
□

回
□
□
□

□
□
□
回

: l   ll l::

図 4-1 .周 波数の設定

手順 :

1.[mm璽 亜=]キ
ーまたは [田亜]キ

ーを押します。

2 .周 波数の値を数値で入力 します。

3.[田 互]ま たは [コニ]の 単位で入力を完了 します。

コメン ト :

■ 続 けて周波数変更を行 う場合は,(上 記の)ス テ ップ 1を 省略 して ください。

日 10 0 k H z以 下のキ ャ リア周波数を設定すると,出 カ レベルが校正 されな くな ります。

■ 選 択 したFMピーク偏移に対す る動作範囲外のキ ャリア周波数を入力す ると,MO D U L A T 1 0 Nディ
スプ レイが点滅 します。 このエラーを修正す るには,キ ャリア周波数 またはFMピーク偏移を

変更 して ください。



出カ レベルの設定

図 4-2 .  出 カ レベルの設定

手順 :

キーを押 します。1.[団 亜I]

の値を数字で入力します。2 .出 カ レベル|

して終了です。3.単 位を入力

a . d B m の 場 合

一 一 一

 [ 璽 正 ]

[亜][==]μVの場合 ―    [亜][亜 ・][==]も しくは[亜三]b .    d B  E M F

の場合 ― 一一 [亜][==]c .  d B  μ V

単位 が使用 で きます。4.以 下 の 14の

                      m V V         E M Fd Bμ V               μ

v

dBm                  mV        EMF

dB EMF Vd B f                μ

vdB EMF mVdBV                   EMF V

dB EMF μ VdBmV

コメ ン ト :

■ マ イナ ス符号 は,入 力 を完了す る前で あればいつで も入力す ることがで きます 。

デ ィスプ レイの指定分解能 を超え た桁 は切 り捨て られ ます。■  AMPLITUDE

目的 の単位 キ
ーを押すだけで 自動的 に数値が変更 され新 しい単位変更す る場合 ,日 単 位 だ けを

ます。

                           _が 押 され るまで ,

に変換 され

生源が除去され [コ亜I]キ
ーと,逆 電 力 の発

ヶる表示灯が点滅 します。

■ 逆 電 力状 態が検 出 され る

まびそれに関連

:_7
デ ィスプ レイお

      4
AMPLITUDE

□
回
回
□

回
□
□
□

□
□
回
回

回
回
回

回
回
回
回



A M変調およびFM変調の設定

回 回

□ 回 回
□ 回 回
回 □ 回
回 □

図 4-3 .  A M変 調およびFM変調の設定

手順 :

1. M O D U L A T 1 0 N  S O U R C Eキ ーの 1つ を押 します (内部信号源 または外部信号源を設定す るため)。

2. [憂 ロ キ
ーまたは [コ ]キ

ーを押 します。

3.変 調度 または変調偏移の値を数字で入力 します。

4.A Mに ついては [Z]キ
ーで,FMに ついては [コ =]キ

ーで単位を入力 し完了 します。

1:[翌『車
Z垣 嘉 3蟹 写:) [亜

ロ キ
~ま たは [m]キ

ーを押 し,ιkに MO D U L A T 1 0 N  S O U R C Eの

コメ ン ト :

■ D C F Mを オ ンにす るには,青 色の [田璽=]キ
ーを押 し,次 に [コ ]キ

ーを押 します。

DCF Mについての最大許容入カ レベルはDC±15 Vで す。 この限界値を超過す ると
本器が損傷す ることがあ ります。

日 内 部変調信号源は一度に 1つ しか選択できません (40 0 H zま たはlk H z )。
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パルス変調の設定 (HP  8 6 5 7 8オプシ ョン003の み)

パルス変調モー ドは次の 2つ があ ります。

■ パ ルス変調 (ノーマル ・モー ド)

■ パ ルス変調 (フ ァース ト・モー ド)

次のような場合にパルス変調 (ノーマル ・モー ド)を 使用 して ください。

汎用のベ ンチ ・ユース

入カ レベルに敏感なDUTの 試験

次のような場合 にパルス変調 (フ ァース ト・モー ド)を 使用 して ください。

ア ッテネータの寿命を最大限に引き延ばすためのATEア プ リケーシ ョン

どち らのパルス変調モー ドの場合 も,キ ャ リア周波数が≧103 0 M H zの ときに周波数 または出カ レ
ベルが変化す ると,HP  8 6 5 7 Bは内部 レベ リング ・ルーチ ンを実行 し,RF出 力 と同 じ出カ レベルの

(約)1 5 m sの パルスを発生 します。

それぞれの変調モー ド (ノーマルとファース ト)に ついての以下の説明に基づいて ,15 m sの 内部
レベ リング ・パルスをRF出力に発生 させ るかどうかを決めて くださぃ。

パルス変調 (ノーマル ・モー ド):こ のモー ドは内部 レベ リング ・パルスがRF O U T P U T端子 に出

力 されないように最大のア ッテネータ (最小の出カ レベル)が 瞬間的に設定 されます。周波数 ま
たは出カ レベルの変更が非常に多いアプ リケーシ ョンの場合 ,ア ッテネータの寿命が短 くなるこ

とがあ ります。

ノーマル ・モー ドでは,内 部 レベ リングはア ッテネータに対 して校正 されています。 したが って

負荷 とア ッテネータの間にイ ンピーダ ンスの ミスマ ッチがあると,CW  R F出 力 とパルス ドRF出力
の間 に レベ ル差 が発生す る可能性が あ ります。例えば ,50Ω の負荷 の場合 には , この誤差 は
<± 0. 2 5 d Bです。

イ ンピーダ ンス ・ミスマ ッチ誤差が問題 となるのはRF出カ レベルが >+3 . 9 d B m

の ときだけです。 この レベルに達 しない場合は,イ ンピーダ ンス ・ミスマ ッチ

が存在 して もHP 8 6 5 7 Bのア ッテネータがマ ッチ ング ・パ ッ ドの代わ りとな りそ
の影響を最少限に抑えます。

パルス変調 (フ ァース ト・モー ド):こ のモー ドは内部 レベ リング ・パルスがRF O U T P U T端子に

出力 されて しまいます。 このモー ドでは,一 瞬のパルス信号を受け取 ることにより動作が決定 し

て しまうような機器を測定する場合には問題の起 きることが考え られます。

HP 8 6 5 7 Bはまた,パ ルス変調 (フ ァース ト・モー ド)が 最初に選択 され ると必

ず内部 レベ リング ・パルスが出力 されて しまいます。 これはキ ャリア周波数の

設定値に関係な く発生 します。 このパルスによって試験対象の機器を損傷す る
ことのないように注意 して ください。

パルス変調 (フ ァース ト・モー ド)で は,内 部 レベ リングは直接負荷に対 して校正 されています。
したが って,CW  R F出 力 とパルスが乗 ったRF出力の レベル差は通常 <± 0. l d Bで す。
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手順 :

1.パ ルス変調 (ノーマル・モード)に 設定するには,青 色の [巫II]キ
ーを押してから

[団 ]キ
ーを押 します。

パ ル ス変調 (フ ァース ト ・モ ー ド)に 設 定す るには ,青 色 の [田璽=]キ
ーを押 してか

ら[団]キーの下の[n]キ ~を押します。

2 .外 部変調信号源をPULS E  I N P U Tコネクタに接続 します。外部変調信号源か らのパルス波形が

HIになると,HP 8 6 5 7 3からのパルス出力がオ ンになります。

3.外 部信号源の波形のくり返 し周波数,パ ルス幅を変化させて,必 要なパルス信号をシミュレ
ー トして ください。

コメ

ロ

■

パルス変調時の最大許容入カ レベルはDC±15 Vで す。
HP  8 6 5 7 Bが損傷す ることがあ ります。

ン ト :

パ ル ス変調 の仕様 は ,英 文 マニ ュアル ("H P  8 6 5 6 3 , H P
S t a r t e d  G u i d e " )の第 1章 に示 してあ ります。

この限界値を超え ると

8657A, and HP 8657B Getting

P U L S E  I N P U T端 子 の イ ンピー ダ ンスは 50Ω また は高 イ ンピー ダ ンスを選 択 で きます 。
HP 8 6 5 7 Bは工場 にて高イ ンピーダ ンスに設定 されています。入カイ ンピーダンスを50Ωに設

定 したい場合は,本 書の第 2章 を参照 して ください。



セープ (ス トア)/リ コール

国
" 国

国

□ 回 回
□ □ □

回 □ 回
回

図 4-4 .  フ ロン ト・パネルか らの設定条件の記憶および呼び出 し

記憶 (セーブ)の 方法 :

1.本 器を記憶 したい状態に設定 します。

2.[憂 亜]キ
ーを押し,メ モリ・ロケーション番号XX(00～99)を入力します。メモリ・ロケ

ーション番号XXに本器の状態を記憶します。

呼び出 し (リコール)の 方法 :

1.[亜 藝回 キ
ーを押し,メ モリ。ロケーション番号XX(00～99)を入力します。メモリ・ロ

ケーシ ョン番号XXの機器設定状態を呼び出 します。

コメン ト :

■ H P  8 6 5 6 Bの 場合 , シ リアル番号 305 0 U以 上に限 り設定条件の保存用 として00～99のメモ リ ・

ロケーシ ョンを持 っています。それ以外は 0～ 9で す。
日 HP 8 6 5 7 A / Bは00～99のメモ リ・ロケーションを持っています。
■ HP 8 6 5 7 Bはリチウム電池を使ってメモ リ。ロケーションをセーブしています。バ ッテ リを交
換すべき時期になると,フ ロント・パネルのディスプレイに

“
CLEA R I N G "というエラー ・メ

ッセージが表示されます。

H P  8 6 5 7 Bのプロセ ッサ ・ボー ド(A1 3 )に ある リチウム電池は取 り扱いを誤 ると

破裂す ることがあります。 このバ ッテ リを再充電 した り分解 した りしないで く
ださい。また,焼 却処分を しないで ください。 リチウム電池の処分方法につい

ては,そ れぞれの国で規定 されている規則を調べて ください。
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逐次 リコールの シーケ ンス設定

● メ モリ。レジスタ ・ 通 常シーケンス

o 繰 り返しシーケンス

て
す
れ
ま
　
　
　
ン

o 逆 繰り返しシーケンス

XX
メモリ・ロケーション番号
(00～99)

YY

増減値 を |シーケンス・ロケ
除く全設定 |―シヨン番号

(00～99)

図 4-5 .逐 次 リコールの シ
ーケ ンス

シーケ ンス :

1.シ ーケ ンスとして使用するメモ リ 。ロケーシ ョン番号に,機 器設定を記憶 させます。

2.[亜 藝ロ キ
ーを押し,メ モリ0ロケーション番号XX(00～99)を入力します。メモリ。ロ

ケーシ ョン番号 XXを呼び出 します。

3.[田 正]キ
ーを押すたびに次のメモリ。ロケーション番号 (シーケンス・ロケーション番

号)を 呼び出します。

コメント:

口 初 期設定時, シーケンス ・ロケーションはXX+1に設定されています。

繰 り返 しシーケンス/逆 繰 り返 しシーケンス

1.[団 コ=]キ
ー,続 いて [巫回 キ

ーを押し,メ モリ・ロケーション番号XX(00～99), シ
ーケ ンス ・ロケーシ ョン番号YY( 0 0～ 99 )を 入力 します。例えば [田璽=], [巫 璽],[互 ],

[Ⅱ],[工 ],[互 ]

2.[亜 匡]キ
ーを押すたびにメモリを逐次呼び出します。

3.[田 II][璽 匡][亜 憂ロ キ
ーを押すことによつて, 1ロケーションだけ前の設定に戻

ります。

コメント:

ロ シ ーケ ンス ・ロケーシ ョンを任意に設定す ることにより,逆 シーケ ンスや ジャンプが可能で

す。

ロ シ ーケ ンス設定 は,必 ず しも連続 したロケーシ ョンである必要はあ りません。
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設定状態の変更 (エデ ィッ ト)

回 回

回 回
回 回

「REOUENCY

鞭 E匡コ
7縦 回

AMPLITUDE

国

回

回

図 4-6 .  フ ロン ト・パネルか らの設定条件の変更

変調のエディッ ト :

1・ [団]キ ーまたは[Ⅲ]キ
ーを押します。

2.必 要な回数だけ[=]キ ーまたは[ェ]キーを押します。[n]キ ーまたは[ェ]キーを押
すたびに,イ ンクリメン ト・レジスタに入 っている値だけAM変調度 またはFM偏移が変化 しま

す。

周波数のエディッ ト :

1.[mm璽 亜互]キ ーまたはEI璽]キ ーを押します。

2.必 要な回数だけ[至]キ ーまたは[ェ]キ
ーを押します。[n]キ ーまたは[ェ]キ ーを押

すたびに,イ ンク リメン ト・レジスタに入 っている値だけ周波数が変化 します。

3.[国 巫璽コ園=]キ
ーまたは [亜亜コ璽I]キ

ーを押し,[=]キ ーまたは [王]キ
ーを使

って信号発生器の周波数を変えます (機器に対してプリセットを行うと,[国 巫図コ璽I]
および [亜画コ璽三]の 設定値が消失します)。

振幅の変更方法 :

目 理 コII]キ
ーを押します。

■ 必要な回数だけ[n]キーまたは[ェ]キーを押します。[n]キーまたは[ェ]キーを押
すたびに,イ ンクリメント・レジスタに入っている値だけRF出力の振幅値が変化 します。
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フロント・パネルからの設定条件の変更に関する注意 :

ロ イ ンク リメ ン ト・レジス タの内容を見 たい ときはフ ァンクシ ョン ・キ ーを押 した後

[コ図コ亜]キーを押し続けてください。これを押した後でインクリメント・レジスタの内
容を変更することができます。

イ ンク リメン ト入力は最大および最小の許容イ ンク リメン ト限界 についてチェ ックされます。

限界を超過す ると,そ のイ ンクリメン ト入力は切 り捨て られ るか拒絶 されます。

イ ンク リメ ン ト・レジスタに,変 調 ,周 波数 ,ま たは振幅についての信号発生器の動作範囲
を超えるような値を設定すると, En]キーまたは[ェ]キーが動作しなくなります。イン
クリメントの設定値を正 しく減 らすと,[至 ]キ

ーおよび [王]キ
ーが再び動作するように

なります。



その他の操作機能

本器は以下のような各種の操作機能を持 っています。

■ 出 カ レベル ・オ フセ ッ ト

ロ メ モ リ 。ロケーシ ョンの表示

■ HP― IBア ドレスの表示

■ 位 相オ フセ ッ ト

■ ロ ーカル設定

口 機 器のプ リセ ッ ト

ロ RFオ ン/オ フ

出カ レベル ・オ フセ ッ ト

AMP L I T U D Eデ ィスプ レイに表示 された値を変えずにRF出カ レベルを変更す る方法を以下に示 しま

す。

1.青 色の[田I=]キ ーを押してからE団亜匹藝正璽⊇]キーを押します。

2.出 カレベル・オフセット値を数字で入力し,[亜 ]キーを押します。

3.青 色の [田 コ=]キ
ーを押 してか ら [団 亜I]キ

ーを押 し続けることによ り,出 カ レベル ・

オ フセ ッ ト値を確認で きます。

メモ リ 。ロケーシ ョンの表示 :

本器の実際の出力を変えずにメモ リ ・ロケーシ ョンの内容を表示 させ る方法を以下に示 します。

1.青 色の [団亜=]キ
ーを押してから[田正⊇璽⊇]キ

ーを押します。

2.メ モリ・ロケーション番号 (00～99)に対応する数値キーを押してそのまま保持します。

H P  I Bア ドレスの表示 :

内部設定 された10進値のHP―IBア ドレスを表示 させ る方法を以下に示 します。

1.青 色の[田II]キ ーを押してから[璽藝=藝璽⊇]キーを押してそのまま保持します。

2.[国 藝=藝 璽⊇]キ
ーを押 し続けている間,MODULAT10Nデ ィスプレイにHP―IBア ドレスが10

進値で表示されます。

HP 8657Bはまた,HP―IBア ドレスが表示されているときに,FREQUENCYデ ィスプレイにファ
ームウェア ・レビジョン番号を表示 します。

4-15



位相オフセ ット:

内部または外部タイムベースに基づいて 1度 ずつキャリアの位相を変更する方法を以下に示 しま

す。

1.青 色の [田璽=]キ
ーを押 して か ら,[璽 亜匹I=]キ

ー (HP 8656Bの場合)ま たは

[巫璽]キ
ー (HP 8657A/3の場合)と 関連したφ↑またはφ↓キーを押します。

2 .φ ↑またはφ ↓キーを押 し続けると,キ ャリア周波数が 1度 ずつ連続 してに変化 します。

ローカル設定 :

[園憂ロ キ
ーを押すだけで本器をHP―IB制 御か らローカル制御 (すなわちフロン ト・パネル制

御 )に 変更できます。ローカル制御 に戻す と,RM T表 示灯が消えます。

機器のプ リセ ッ ト :

青色のE田亜=]キ ーを押してから[区璽亜璽⊇]キーを押してください。フロント・パネルの
表示灯とLEDセ グメントのすべてが一時的に点灯 して,機 器のプリセットが行われます。

RF出力のオ ン/オ フ :

[亜コ亜璽三]キ
ーを押すだけでRF O U T P U Tコネクタか らのキャリア周波数の出力をオン/オ フ

できます。     ・



第 5章   リ モ ー  ト 操 作  (HP― IB)

HP―IB に つ もヽ て

本器は ヒュー レッ ト 0パ ッカー ド 0イ ンタフェース ・バス (HP―IB )を 介 して コンピュータか ら操

作す ることがで きます。フロン ト・バネル機能のほとんどは本器の リア ・パネルにあるHP―IBコ

ネクタを介 してプログラムす ることができます。

HP一IBシ ステムはコンピュータと他の機器 との間でパ ラレル ・バス構造をとっています。信号発

生器などの機器はHP―IBケ ーブルでバスに接続 されます。コンピュータは命令 (すなわち指示 )

を与えるもので,「 コン トロ
ーラ」 と呼ばれます。本器は命令を受 け取 るので 「リスナ」 とな り

ます。

バス上の機器はそれぞれ固有のア ドレスを持 っています。機器ア ドレスは機器が コン トローラに

よって トーカまたは リスナに指定 され る際に使用 されます。本器のア ドレスは工場にて設定 され

ていますが変更す ることができます (本書の第 2章 にある 「HP―IBア ドレスの選択」の項を参照

して ください)。

本章ではバスの互換性 ,ア ドレス指定の方法 ,お よびプログラ ミングについて説明 します。

HP―!Bの 互換性

本器はオープ ン ・コレクタ,TT L , H P― IBインタフェ
ースを用いてお り,自 動 システム ・アプ リケ

ーシ ョン用の コンピュータまたはコン トローラと使用できます。

本器のHP―IBと の互換性 は,SH O , E l , A H l , T O , L 2 , S R O , R L l , P P O , D C l , D T O , C Oと いうイ ン

タフェース機能の リス トで表 されます。 これ らの互換性 コ
ー ドの詳細は,IE E E規 格48 8 (ま たは

AN S I規格MC l . 1 )に説明されています。

HP―IBの 詳細 については,“He w l e t t―Pa c k a r d  E l e c t r o n i c  l n s t r u m e n t s  a n d  S y s t e m s "のカタログ

および
“
Tut o r i a l  D e s c r i p t i o■of  t h e  H P―IB "と いう小冊子 (HP部品番号 595 2 - 0 1 5 6 )を参照 して

ください。



HP―IBの ア ドレス指定の方法

本器は 8本 のデータ入/出 カバス 0ラ イ ン上の情報バイ トをア ドレスかバス
・コマ ン ドのどち ら

か として解釈 します。バスが コマ ン ド入カモ
ー ドになるといつで もATN(Attention)バ ス管理 ラ

イ ンが論理
“
1"に な り,IFC(Interface Clear)バ ス管理 ライ ンが論理

“
0"に な ります。本器が

ア ドレス指定 され るといつで も (ロ ーカル操作中であ ると リモ
ー ト操作中であるとにかかわ ら

ず ),フ ロン ト・パネルのADRS表示灯が点灯 します。

本器の リス ン(HP―IB)ア ドレスは内部スイ ッチで設定 されます。ア ドレス選択の手順は,第 2章

「設置」に説明 してあ ります。10進数で表 したHP―IBア ドレスは,青 色の [団 璽=]キ
ーを押 し

てか ら [璽 藝互⊇園]キ
ーを押 し続けることによって,MODULAT10Nデ ィスプ レイに表示 させ るこ

とができます。

HP―IBプ ログラム ・コー ド

本器はイ ンタフェース ・バス上にデータ 。メ ッセージを送 って通信 します。デ
ータ 。メ ッセージ

は 1バ イ トまたは複数バイ トの情報か ら成 り立 ってお り,デ
ータ入カモー ドの間に 8本 のデータ

入/出 カバス ・ライ ン上 (D1 0 1～D1 0 8 )に 送信 されます。

ATNバ ス管理 ライ ンが論理
“
0"に なるとデータ入カモー ドとな ります。データ 。メ ッセージには

表4-1お よび表4-2に 示すプログラム ・コー ドが入 ります。 これ らのプログラム ・コ
ー ドには,

ローカル (フロン ト・パネル)操 作で使用できる本器の機能のほとんどすべてをプログラムす る

のに必要な情報が入 っています (例外はDSPし,S E Qに 関連 したDSP L ,出 カ レベル 。オ フセ ッ ト表

示 ,バ ックスペース (←), C O A R S E  T U N E , F I N E  T U N E ,お よびHP―IBア ドレス表示だけです )。



表 5-1 . H P― IBプ ログラム ・コー ド1(ア ルファベ ッ ト順 )

HP 86563 HP 8657A HP 8657B パ ラメー タ

Ｍ

Ｏ

Ｐ

Ｂ

Ｆ

Ｍ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｒ

Ｔ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

KZ

MV

MZ

PC

PD

PI

RP

R0

Rl

R2

R3

Ｈ

　

Ｉ

Ｑ

Ｔ

Sl

S2

S3

S4

S5

UP

UV

VL

O-9

●

％

RP

R0

Rl

R2

R3

SQ

Ｍ

Ｏ

Ｐ

Ｂ

Ｆ

Ｍ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｒ

Ｔ

Ｉ

Ｚ

Ｓ

Ｏ

Ｚ

Ｖ

Ｚ

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｌ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

ＳＶ

Ｓｌ

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

ＵＰ

ＵＶ

ＶＬ

・
９

一
　

・
％

AM

A0

AP

DB

DF

DM

DN

EM

FM

FR

GT

HI

HZ

IS

L0

KZ

MV

MZ

PC

PD

PI

PM

PF

OS

RC

RL

RP

R0

Rl

R2

R3

R5

SQ

ST

SV

Sl

S2

S3

S4

S5

UP

UV

VL

O-9

●

％

ツ

ア

振幅変調

出カ レベル ・オ フセ

出カ レベル (キ ャリ

dB

d B f

d B皿

ステ ップ ・ダウン (

EMF

周波数変調

周波数 (キャリア)
フォヮー ド 0シ ーケ ンス

広帯域ALC

H z

イ ンクリメン ト設定

狭帯域ALC

kHz

lllV

MHz
パ ーセ ン ト

2

位相デ クリメン ト

位相 イ ンクリメン ト
パルス変調 (ノーマル
パルス変調 (フ ァース

リバ ース ・シーケ ンス

ス トア (HP  8 6 5 7 Bでは

セープ (HP  8 6 5 7 3では

外部変調信号源

内部400 H z変 調信号源

内部 lkH z変調信号源

変調信号源オ フ

DC FM

ステ ップ ・ア ップ (↑

μV

ボル ト

数値 0～ 9

マイナス符号

小数点
パーセ ン ト2

呼び出 し (HP  8 6 5 7 3では 0～ 96 )

呼び出 し 0～ 99

逆電力保護の リセ ッ ト
3

スタンバイ 4

オ ン4

RFオフ

RFオン

RFオフ (ア ッテネータも入 る)
シーケ ンス

。モー ド)5
卜・モー ド)5

0～ 9を 保存する
6)

0～ 99を保存する)

1プ ログラム ・コー ドは大文字で も小文字で もかまいません。
2 P cと%の どち らで も使用できます。
3逆 電力の発生源を取 り除 く必要があ ります。
4 P O w E Rス イ ッチをONの位置に設定す る必要があ ります。
5パ ルス変調には 2つ のモー ドがあ り,ど ち らかを選択できます。
6本 器 との互換性が必要な場合にこの コー ドを使用 して ください。
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表 5-2 . H P― IBプ ログラム ・コ
ー ド
1(機
能順 )

パ ラメータ HP 8656B HP 8657A HP 8657B

周波数

周波数 (キ ア)

ャ リア )

フセ ッ ト

振幅

出カ レベル (キ

出カ レベル ・オ

狭帯域ALC

広帯域ALC

変調

振幅変調

周波数変調

外部変調信号源

内部400 H z変 調信号源

内部 lkH z変調信号源

変調信号源オ フ

DC F M
パルス変調 (ノーマル ・

パルス変調 (フ ァース ト

データ

数値 0～ 9

マイナス符号

小数点

単位
dB

d B f

d B m

E M F

_ド )5
モー ド)5

Ａ

　
Ａ

Ｍ

Ｍ

ｌ

２

３

４

５

Ａ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

DB

DF

DM

EM

FR

AP

A0

L0

Hl

Ｍ

Ｍ

ｌ

２

３

４

５

Ａ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

0-9

DB

DF

DM

EM

FR

AP

A0

L0

Hl

Ｍ

Ｍ

ｌ

２

３

４

５

Ｍ

Ｆ

Ａ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｐ

DB

DF

DM

EM

1プ ログラム 。コー ドは大文字で も小文字で もかまいません。
2 P cと
%の どち らで も使用できます。

3逆
電力の発生源を取 り除 く必要があ ります。

4 P O w E Rス イ ッチをON位置に設定す る必要があ ります。
5パ ルス変調には 2つ のモー ドがあ り,ど ち らかを選択できます。
6本
器 との互換性が必要な場合にこのコー ドを使用 して ください。



パ ラメータ HP 8656B HP 8657A HP 86573

単位 (続き)

μV

mV

ボル ト

Hz

kHz

MHz
パ ーセ ン ト2

パ ーセ ン ト2

その他
ステ ップ ・ダウン ↓

ステ ップ 。ア ップ ↑

イ ンク リメン ト設定

位相イ ンク リメ ン ト

位相デク リメン ト
スタンバイ 4

オ ン4

R Fオフ

RFオン

RFオフ (ア ッテネータも入 る)

呼び出 し (HP  8 6 5 7 Bでは 0～ 96 )

呼び出 し 0～ 99

ス トア (HP  8 6 5 7 3では 0～ 9を 保存
6)

セーブ (HP  8 6 5 7 Bでは 0～ 99を保存
7)

シーケ ンス

フォワー ド・シーケ ンス

リバース ・シーケ ンス

逆電力保護の リセ ッ ト
3

Ｖ

Ｖ

Ｌ

Ｚ

Ｚ

Ｚ

％

Ｃ

Ｕ

Ｍ

Ｖ

Ｈ

Ｋ

Ｍ

　

　

Ｐ

D N

U P

IS

PI

PD

R0

Rl

R2

R3

RC

ST

SQ

GT

QS
R P

Ｖ

Ｖ

Ｌ

Ｚ

Ｚ

Ｚ

％

Ｃ

Ｕ

Ｍ

Ｖ

Ｈ

Ｋ

Ｍ

　

　

Ｐ

D N

U P

IS

P I

P D

R 0

R l

R 2

R 3

R C

SV

SQ

G T

QS

R P

UV

MV

VL

HZ

KZ

MZ

%

PC

DN

UP

IS

PI

PD

R0

Rl

R2

R3

R5

RC

RL

ST

SV

SQ

GT

QS
RP

1プ ログラム ・コー ドは大文字で も小文字で もかまいません。
2 P cと
%の どち らで も使用できます。

3逆 電力の発生源を取 り除 く必要があ ります。
4 P O w E Rス イ ッチをON位置に設定す る必要があ ります。
5パ ルス変調には 2つ のモー ドがあ り,ど ち らかを選択できます。
6本
器 との互換性が必要な場合にこの コー ドを使用 して ください。

表 5-2. HP― IBプ ログラム ・コー ド
1(機
能順 )(続 き)
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●本社・営業本部
〒168東 京都杉並区魯井戸東3丁目2921号

03-π崚1-6111(大代表)
●京都支社

〒168東 京都杉並区日井戸東3丁E8● 20号

NAFビ ル内
03-3知 6-8111(代表)

東1ヒ支店 022‐225-4011

関東支店 04805‐ 8031

札幌曽彙所 011‐251-1561

秋田曽業所 O188-∞ ‐5021

椰山営彙所 0249-39-7111

■●営彙断 o273‐26‐51“
宇椰富會業所 028033-1153

燻谷営業所 0485‐24-―

盆=驚留霊威お
1 1

■訪曽業所 03‐ 28-8851

0 H H難

〒IB東 京都新宿区西新宿2丁目7薔1号

新薔鮨―生命ビル内

03‐88-4611(大 代表)

渋谷事業所 00-3780-5511

呂川支店 03-3458‐ 5411

水F曽 彙所 0292-25-7470

メ ぱ曽業所 0298-51‐5141

千菫営業所 0472-25‐7701

0横 浜支社

〒221横 浜市神奈川区●■町3丁目32番地13号

鮨二安田ビル内

045‐32-4252〈 代表)

厚ホ支店 042-25‐ 0031

凛本支店東名分■ 0462‐28‐8180
0西 椰支社

〒駁2大 阪市測 ‖区四中●5丁目4●20■

中央ビル内

06‐304‐6021《大代表)

名古■支店 α2‐571‐5171

名古E丸 の内分=052‐ 953-m81

京都支店 075‐343-0921

神戸支店 078‐392 4̈791

九州支店 092-472-8731

測 哺 鋼所 08‐ m―1771

菫田営彙所 0565…27‐5611

奈良曽彙所 0742-22‐8235

日山曽彙所 0062つ 00ま B

広■曽彙所 α2-241‐0611

ロロ8彙 所 0985-23-7280

0日 用電子椰円

〒168東 京都杉菫区日井戸東3丁目29321■

03■ 0316111(大 代表)

●相口凛事彙新 0427-59-1311(大 代表)

●輌嗜●●所 03‐α〕71‐1304

0八 王子事業所 043-42-1231(大 代表)

●神戸●彙所 078-991-8601(代 表)

0記 崚十項は変更になる場合がありまt
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